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は
じ
め
に
近
世
の
出
版
の
発
展
に
よ
っ
て
、
文
学
・
学
問
等
、
諸
文
化
は
広
く
開
放
さ
れ
た
。
書
芸
術
の
分
野
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
鑑
賞
用
と
し
て
、
あ
る
い
は
手
本
と
し
て
、
多
く
の
名
筆
が
摸
刻
さ
れ
、
紙
上
に
再
生
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
、
本
阿
弥
光
悦
（
永
禄
元
寛
永
十
四
年
一五
五
八

一
六
三
七
）
の
筆
跡
も
ま
た
、
印
刷
さ
れ
た
。
近
世
初
期
の
芸
術
家
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
光
悦
は
、
と
り
わ
け
書
の
世
界
に
お
い
て
名
高
い
。
大
胆
な
筆
法
と
緩
急
の
差
が
お
り
な
す
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
書
は
、
俵
屋
宗
達
の
下
絵
を
有
す
る
「
鹿
下
絵
新
古
今
集
和
歌
巻
」、「
蓮
下
絵
百
人
一
首
和
歌
巻
」
な
ど
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
よ
う
。
光
悦
書
風
の
追
随
者
が
増
え
て
ゆ
く
な
か
で
、
光
悦
流
の
手
本
類
が
開
版
さ
れ
る
の
は
当
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
光
悦
流
の
摸
刻
を
考
え
る
う
え
で
、『
歌
仙
大
和
抄
』（
二
巻
二
冊
。
元
禄
七
年

一
六
九
四
刊
）
の
存
在
は
興
味
深
い
。
同
書
は
、
三
十
六
歌
仙
の
和
歌
・
歌
仙
絵
に
、
歌
仙
の
略
伝
、
和
歌
の
注
釈
、
な
ら
び
に
歌
意
絵
を
と
り
あ
わ
せ
た
、
初
学
者
向
け
の
注
釈
書
で
あ
る
。
こ
と
に
特
徴
的
で
あ
る
の
は
、
外
題
を
「
悦光哥
仙
や
ま
と
抄
」
（
国
立
国
会
図
書
館
本
下
巻
等
）
と
す
る
よ
う
に
、
和
歌
三
十
六
首
が
光
悦
書
風
の
散
し
書
き
に
よ
っ
て
刷
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る （
１
）。
光
悦
流
で
印
刷
さ
れ
た
三
十
六
歌
仙
和
歌
と
い
え
ば
、
嵯
峨
本 （
２
）が
想
起
さ
れ
よ
う
。
鈴
木
淳
氏
は
、
嵯
峨
本
の
三
十
六
歌
仙
版
行
後
、
そ
の
覆
刻
や
追
随
作
が
続
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
「
（
稿
者
注
、
嵯
峨
本
）
光
悦
三
十
六
歌
仙
」
が
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
が
そ
れ
ほ
ど
に
大
き
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う （３
）」
と
し
、『
歌
仙
大
和
抄
』
も
ま
た
、
「「
光
悦
三
十
六
歌
仙
」
の
余
韻
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
一
方
、
『
歌
仙
大
和
抄
』
が
、
三
十
六
歌
仙
和
歌
の
注
釈
書
で
あ
る
以
上
、
そ
の
注
釈
史
上
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
も
当
然
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
新
藤
協
三
氏
が
、『
歌
仙
大
和
抄
』
は
『
歌
仙
金
玉
抄
』（
二
巻
二
冊
。
天
和
三
年
一六
八
三
刊
）
の
「
内
容
を
簡
略
に
し
た （４
）」
も
の
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
『
歌
仙
大
和
抄
』
は
、
光
悦
流
に
よ
る
三
十
六
歌
仙
の
摸
刻
と
し
て
、
な
ら
び
に
、
三
十
六
歌
仙
和
歌
の
注
釈
書
と
し
て
注
意
が
は
ら
わ
れ
て
き
た
。
た
だ
し
、
同
書
に
対
す
る
伝
本
研
究
等
は
、
必
ず
し
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
『
歌
仙
大
和
抄
』
は
、
書
研
究
に
お
い
て
も
、
光
悦
流
筆
三
七
山
口
恭
子
『
歌
仙
大
和
抄
』
と
本
阿
弥
光
悦
流
手
本
の
刊
行
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跡
の
流
布
と
い
う
問
題
に
新
た
な
視
座
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
り
、
基
礎
的
な
検
討
を
加
え
て
お
く
こ
と
は
あ
な
が
ち
無
用
な
試
み
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
『
歌
仙
大
和
抄
』
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
伝
存
本
を
整
理
し
、
書
誌
的
な
報
告
を
行
う
。
そ
の
う
え
で
、
『
歌
仙
金
玉
抄
』
か
ら
の
流
れ
を
跡
付
け
て
み
た
い
。
さ
ら
に
、
近
世
に
お
け
る
光
悦
流
手
本
の
版
行
と
い
う
視
点
か
ら
も
、
『
歌
仙
大
和
抄
』
を
と
ら
え
て
み
た
い
と
思
う
。
一
『
歌
仙
大
和
抄
』
の
諸
本
と
特
徴
ま
ず
、
『
歌
仙
大
和
抄
』
に
つ
い
て
概
略
を
示
し
て
お
く
。
上
巻
は
全
十
八
丁
か
ら
な
り
、
第
一
丁
表
に
武
陽
桃
仙
子
に
よ
る
序
文 （５
）、
第
一
丁
裏
以
降
に
、
柿
本
人
丸
以
下
十
七
人
の
歌
仙
絵
・
和
歌
・
歌
仙
の
略
伝
・
和
歌
の
注
釈
・
歌
意
絵
を
収
載
す
る
。
次
い
で
下
巻
は
全
二
十
丁
か
ら
な
り
、
第
一
丁
表
に
口
絵
、
第
一
丁
裏
以
降
に
、
斎
宮
女
御
以
下
十
九
人
の
歌
仙
絵
・
和
歌
・
歌
仙
の
略
伝
・
和
歌
の
注
釈
・
歌
意
絵
を
収
載
す
る
。
こ
の
う
ち
、
和
歌
が
光
悦
流
で
刻
さ
れ
て
い
る
（
図
１
）
。
画
工
は
未
詳
で
あ
る
。
そ
の
体
裁
を
詳
述
す
る
と
、
歌
仙
絵
と
和
歌
と
で
半
丁
が
、
略
伝
・
和
歌
の
注
釈
・
歌
意
絵
で
さ
ら
に
半
丁
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
一
首
ぶ
ん
の
情
報
が
見
開
き
に
収
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
紙
面
構
成
は
、
例
え
ば
、
上
巻
第
一
丁
裏
に
人
丸
の
歌
・
歌
仙
絵
が
、
第
二
丁
表
に
人
丸
の
略
伝
・
和
歌
の
注
釈
・
歌
意
絵
が
刻
さ
れ
、
続
く
第
二
丁
裏
に
は
、
紀
貫
之
の
略
伝
・
和
歌
の
注
釈
・
歌
意
絵
、
第
三
丁
表
に
は
貫
之
の
歌
と
歌
仙
絵
が
刻
さ
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
和
歌
・
歌
仙
絵
、
そ
し
て
、
絵
抄
と
が
、
見
開
き
の
左
右
交
互
に
入
れ
替
わ
り
な
が
ら
あ
ら
わ
れ
る
配
置
文
学
部
紀
要
第
六
十
八
号
三
八
図1 武陽桃仙子序『歌仙大和抄』（東京国立博物館本）
Image:TNMImageArchives（画像の無断複製を禁ずる）
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に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
『
歌
仙
大
和
抄
』
は
、
ど
の
程
度
流
通
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
、
『
歌
仙
大
和
抄
』
の
伝
存
本
に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。
こ
れ
ま
で
管
見
に
は
い
っ
た
『
歌
仙
大
和
抄
』
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
刊
本
・
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
蔵
（
加
賀
文
庫
七
〇
九
五
）
存
下
巻
（
『
加
賀
文
庫
目
録
』
に
『
和
歌
三
十
六
歌
仙
』
と
し
て
登
録
さ
れ
る
も
の
）
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
印
本
・
東
京
国
立
博
物
館
蔵
（
と
二
一
〇
四
）
・
国
立
国
会
図
書
館
蔵
（
二
一
四
一
一
六
）
・
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
（
ナ
二
五
二
七
）
・
四
天
王
寺
大
学
図
書
館
恩
頼
堂
文
庫
蔵
（
恩
八
三
四
）
存
下
巻
刊
年
不
明
・
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
蔵
（
Ｗ
九
一
一
・
一
四
七
）
存
上
巻
ま
ず
、
元
禄
七
年
刊
本
に
つ
い
て
は
、
右
掲
の
と
お
り
、
現
段
階
で
は
加
賀
文
庫
本
を
確
認
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
加
賀
文
庫
本
は
下
巻
一
冊
が
伝
存
す
る
の
み
で
は
あ
る
が
、
左
に
書
誌
を
記
し
て
お
く
。
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
蔵
（
加
賀
文
庫
七
〇
九
五
）
存
下
巻
一
冊
原
装
茶
色
草
花
文
様
表
紙
（
二
十
六
・
九
×
十
八
・
九
糎
）。
原
題
簽
は
欠
失
。
表
紙
中
央
、
題
簽
の
剥
落
跡
に
「
和
歌
三
十
六
哥
仙
全
」
と
打
付
書
。
四
周
単
辺
（
二
十
一
・
六
×
十
五
・
四
糎
）。
丁
付
け
が
各
丁
表
の
ど
付
近
に
あ
り
、
綴
じ
が
深
い
が
、
「
哥
ノ
ゑ
十
一
下
」
な
ど
と
刷
る
の
を
確
認
し
う
る
。
刊
記
「
元
禄
甲
戌
孟
春
吉
旦
／
武
江
呉
服
町
二
丁
目
書
肆
／
伊
勢
屋
孫
三
郎
梓
」。
印
記
「
近
藤
林
／
蔵
置
印
」「
加
賀
文
庫
」「
東
京
都
／
立
図
書
／
館
蔵
書
」。
な
お
、
漆
山
又
四
郎
『
絵
本
年
表 （６
）』
に
は
以
下
の
記
載
が
あ
る
。
三
十
六
歌
仙
大
本
二
冊
三
十
六
丁
元
禄
甲
戌
孟
春
吉
旦
画
工
不
明
光
悦
風
之
書
武
江
呉
服
町
二
丁
目
序
武
陽
桃
仙
子
伊
勢
屋
孫
三
郎
梓
書
名
こ
そ
異
な
る
も
の
の
、
『
歌
仙
大
和
抄
』
元
禄
七
年
刊
本
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
鈴
木
淳
氏
も
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
平
成
二
十
一
年
度
『
古
典
籍
展
観
大
入
札
会
目
録 （７
）』
に
、
「
悦光歌
仙
大
和
抄
」
と
し
て
、
こ
の
伊
勢
屋
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
元
禄
九
年
印
本
に
つ
い
て
み
て
ゆ
こ
う
。
ま
ず
は
、
東
京
国
立
博
物
館
本
に
も
と
づ
い
て
、
書
誌
を
記
す
。
東
京
国
立
博
物
館
蔵
（
と
二
一
〇
四
）
二
巻
二
冊
原
装
水
色
草
水
鳥
文
様
表
紙
（
二
十
六
・
九
×
十
八
・
五
糎
）
。
上
巻
表
紙
中
央
の
原
題
簽
に
「
□□哥
仙
大
和
抄
上
」
と
刻
す
。
下
巻
題
簽
は
欠
失
。
な
お
、
原
表
紙
の
上
に
後
補
朱
色
表
紙
が
付
さ
れ
て
お
り
、
中
央
に
「
哥
仙
大
和
抄
上
（
歌
仙
大
和
抄
下
）
」
と
打
付
書
。
四
周
単
辺
（
二
十
一
・
三
×
十
五
・
四
糎
）。
丁
付
け
が
各
丁
表
の
ど
付
近
に
わ
ず
か
に
見
え
、
上
巻
に
「
哥
ゑ
ノ
一
」、
下
巻
に
「
哥
ゑ
十
四
下
」
な
ど
と
刻
す （８
）。
刊
記
「
元
禄
九
丙
子歳
卯
月
吉
祥
日
／
江
戸
橋
中
通
川
瀬
石
町
山
口
屋
／
須
藤
権
兵
衛
開
版
」
。
刊
記
部
分
の
匡
郭
に
入
れ
木
に
よ
る
と
見
ら
れ
る
ず
れ
あ
り
。
印
記
「
国
立
博
／
物
館
図
／
書
之
印
」「
徳
川
宗
敬
氏
寄
贈
」
等
。
先
の
元
禄
七
年
刊
本
と
、
こ
の
元
禄
九
年
印
本
下
巻
と
は
、
刊
記
以
外
同
版
で
あ
る
。
須
藤
権
兵
衛
は
、
先
立
つ
伊
勢
屋
孫
三
郎
版
の
版
木
を
入
手
し
、
刊
記
部
分
に
『
歌
仙
大
和
抄
』
と
本
阿
弥
光
悦
流
手
本
の
刊
行
三
九
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入
れ
木
を
施
し
た
う
え
で
本
版
を
刊
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
管
見
の
元
禄
九
年
印
本
の
う
ち
、
東
京
国
立
博
物
館
本
、
国
立
国
会
図
書
館
本
、
国
文
学
研
究
資
料
館
本 （９
）は
、
す
べ
て
同
版
と
判
断
で
き
る
。
た
だ
し
、
四
天
王
寺
大
学
図
書
館
恩
頼
堂
文
庫
本
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
点
で
や
や
注
意
を
要
す
る
。
ま
ず
、
一
点
目
と
し
て
、
下
巻
第
一
丁
表
に
付
さ
れ
る
口
絵
上
方
に
、
「
哥
仙
や
ま
と
抄
」
の
文
字
が
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
二
点
目
と
し
て
、
刊
記
を
「
元
禄
九
丙
子歳
卯
月
吉
祥
日
／
山
口
屋
／
須
藤
権
兵
衛
開
版
」
と
し
、
他
の
元
禄
九
年
印
本
に
あ
る
「
江
戸
橋
中
通
川
瀬
石
町
」
を
欠
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
改
訂
増
補
近
世
書
林
板
元
総
覧 （
）』
に
よ
る
と
、
須
藤
権
兵
衛
は
、
元
禄
・
宝
永
こ
ろ
に
江
戸
日
本
橋
川
瀬
石
町
横
町
に
所
在
、
後
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
、
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
に
は
、
日
本
橋
南
仲
通
一
丁
目
へ
移
転
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。
恩
頼
堂
文
庫
本
は
、
年
記
に
は
「
元
禄
九
年
」
と
あ
る
も
の
の
、
住
所
を
移
し
て
か
ら
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
穏
当
だ
ろ
う
。
そ
の
際
、
刊
記
の
「
江
戸
橋
中
通
川
瀬
石
町
」
を
削
り
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
口
絵
上
方
の
内
題
を
あ
ら
た
に
彫
刻
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
恩
頼
堂
文
庫
本
の
原
題
簽
は
破
損
が
著
し
い
も
の
の
、「
□
図
□
□
哥
□
□
□
」
と
の
印
字
が
確
認
で
き
、
少
な
く
と
も
外
題
角
書
を
あ
ら
た
め
た
う
え
で
版
行
さ
れ
た
ら
し
い
こ
と
も
う
か
が
え
る
。
以
上
、
『
歌
仙
大
和
抄
』
伝
存
本
に
つ
い
て
眺
め
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
確
認
し
え
た
伝
本
は
比
較
的
少
な
い
も
の
の
、
数
次
に
わ
た
っ
て
版
行
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
元
禄
期
を
中
心
に
、
相
応
の
需
要
が
あ
っ
た
書
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
二
『
歌
仙
大
和
抄
』
所
収
和
歌
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
、『
歌
仙
大
和
抄
』
の
伝
本
の
様
相
に
つ
い
て
眺
め
て
き
た
が
、
次
に
、
同
書
の
本
文
内
容
、
と
く
に
所
収
さ
れ
た
和
歌
に
つ
い
て
確
認
し
て
ゆ
き
た
い
。
収
録
の
和
歌
三
十
六
首
を
、
以
下
、
東
京
国
立
博
物
館
本
に
基
づ
き
記
す
。
表
記
は
底
本
の
ま
ま
と
し
、
私
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。
（
上
巻
）
一
、
左
柿
本
人
丸
ほ
の

と
あ
か
し
の
う
ら
の
朝
霧
に
嶋
か
く
れ
行
ふ
ね
お
し
そ
思
ふ
二
、
右
紀
貫
之
桜
ち
る
木
の
下
風
は
さ
む
か
ら
て
空
に
し
ら
れ
ぬ
雪
そ
降
け
る
三
、
左
凡
河
内
躬
恒
い
つ
く
と
も
春
の
ひ
か
り
は
わ
か
な
く
に
ま
た
み
よ
し
野
の
山
は
ゆ
き
ふ
る
四
、
右
伊
勢
三
輪
の
山
い
か
に
ま
ち
み
む
年
ふ
共
た
つ
ぬ
る
人
も
あ
ら
し
と
思
へ
は
五
、
左
中
納
言
家
持
は
る
の
野
に
あ
さ
る
き
ゝ
す
の
妻
恋
に
を
の
か
あ
り
か
を
そ
こ
と
し
れ
つ
ゝ
六
、
右
山
邊
赤
人
和
歌
の
浦
に
し
ほ
み
ち
く
れ
は
か
た
を
波
あ
し
へ
を
さ
し
て
田
鶴
鳴
わ
た
る
七
、
左
在
原
業
平
世
中
に
た
え
て
さ
く
ら
の
な
か
り
せ
は
春
の
心
は
の
と
け
か
ら
ま
し
文
学
部
紀
要
第
六
十
八
号
四
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八
、
右
僧
正
遍
昭
た
ら
ち
ね
は
か
ゝ
れ
と
て
し
も
む
は
珠
の
我
く
ろ
か
み
は
な
て
す
や
有
け
ん
九
、
左
素
性
法
師
見
わ
た
せ
は
柳
さ
く
ら
を
こ
き
ま
せ
て
都
そ
は
る
の
に
し
き
成
け
る
十
、
右
紀
友
則
ゆ
ふ
さ
れ
は
佐
保
の
川
原
の
川
風
に
友
ま
と
は
し
て
ち
と
り
な
く
也
十
一
、
左
猿
丸
大
夫
遠
近
の
た
つ
き
も
し
ら
ぬ
山
中
に
お
ほ
つ
か
な
く
も
よ
ふ
こ
鳥
哉
十
二
、
右
小
野
小
町
わ
ひ
ぬ
れ
は
身
を
う
き
草
の
ね
を
た
え
て
さ
そ
ふ
水
あ
ら
は
い
な
む
と
そ
お
も
ふ
十
三
、
左
中
納
言
兼
輔
み
し
か
夜
の
更
行
ま
ゝ
に
高
砂
の
み
ね
の
松
風
吹
か
と
そ
聞
十
四
、
左
藤
原
興
風
誰
を
か
も
し
る
人
に
せ
ん
た
か
さ
こ
の
松
も
む
か
し
の
友
な
ら
な
く
に
十
五
、
右
藤
原
高
光
か
く
は
か
り
へ
か
た
く
み
ゆ
る
世
中
に
う
ら
や
ま
し
く
も
す
め
る
月
か
な
十
六
、
左
源
公
忠
朝
臣
行
や
ら
て
山
路
く
ら
し
つ
郭
公
い
ま
一
こ
ゑ
の
き
か
ま
ほ
し
さ
に
十
七
、
右
壬
生
忠
岑
ね
の
ひ
す
る
野
邊
に
小
松
の
な
か
り
せ
は
千
代
の
た
め
し
に
何
を
ひ
か
ま
し
（
下
巻
）
十
八
、
左
斎
宮
女
御
琴
の
音
に
み
ね
の
ま
つ
か
せ
通
ふ
ら
し
い
つ
れ
の
緒
よ
り
し
ら
へ
染
け
ん
十
九
、
右
大
中
臣
頼
基
朝
臣
一
ふ
し
に
千
代
を
こ
め
た
る
つ
え
な
れ
は
つ
く
と
も
つ
き
し
君
か
よ
は
ひ
は
二
十
、
左
藤
原
敏
行
秋
き
ぬ
と
め
に
は
さ
や
か
に
見
え
ね
共
風
の
音
に
そ
お
と
ろ
か
れ
ぬ
る
二
十
一
、
右
源
重
之
風
を
い
た
み
岩
う
つ
浪
の
己
の
み
く
た
け
て
物
を
お
も
ふ
比
哉
二
十
二
、
左
源
宗
于
朝
臣
常
盤
な
る
松
の
み
と
り
も
春
く
れ
は
い
ま
ひ
と
し
ほ
の
色
ま
さ
り
け
り
二
十
三
、
右
源
信
明
朝
臣
恋
し
さ
は
お
な
し
心
に
あ
ら
す
と
も
今
宵
の
月
を
き
み
み
さ
ら
め
や
二
十
四
、
左
藤
原
清
正
天
津
風
ふ
け
ゐ
の
う
ら
に
ゐ
る
田
鶴
の
な
と
か
雲
井
に
か
へ
ら
さ
る
へ
き
二
十
五
、
右
源
順
水
の
面
に
て
る
月
な
み
を
か
そ
ふ
れ
は
こ
よ
ひ
そ
秋
の
も
な
か
成
け
る
二
十
六
、
右
中
納
言
朝
忠
あ
ふ
事
の
絶
て
し
な
く
は
中

に
人
を
も
身
を
も
う
ら
み
さ
ら
ま
し
二
十
七
、
左
権
中
納
言
敦
忠
伊
勢
の
海
ち
い
ろ
の
濱
に
ひ
ろ
ふ
と
も
今
は
何
て
ふ
か
ひ
か
あ
る
へ
き
二
十
八
、
右
清
原
元
輔
秋
の
野
の
は
き
の
に
し
き
を
我
宿
に
し
か
の
音
な
か
ら
う
つ
し
て
し
哉
二
十
九
、
左
坂
上
是
則
み
よ
し
野
の
山
の
し
ら
雪
つ
も
る
ら
し
故
郷
さ
む
く
成
ま
さ
る
也
三
十
、
右
藤
原
元
真
咲
に
け
り
わ
か
山
里
の
卯
の
花
は
垣
根
に
き
え
ぬ
雪
『
歌
仙
大
和
抄
』
と
本
阿
弥
光
悦
流
手
本
の
刊
行
四
一
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と
見
る
ま
て
三
十
一
、
左
三
条
院
女
蔵
人
左
近
岩
橋
の
夜
の
ち
き
り
も
た
え
ぬ
へ
し
あ
く
る
侘
し
き
か
つ
ら
き
の
神
三
十
二
、
右
藤
原
仲
文
有
明
の
月
の
ひ
か
り
を
待
ほ
と
に
我
夜
の
い
た
く
ふ
け
に
け
る
哉
三
十
三
、
左
大
中
臣
能
信
朝
臣
千
年
ま
て
か
き
れ
る
松
も
け
ふ
よ
り
は
君
に
ひ
か
れ
て
万
代
や
へ
む
三
十
四
、
右
壬
生
忠
見
焼
す
共
草
は
も
え
な
ん
春
日
野
は
た
ゝ
は
る
の
日
に
ま
か
せ
た
ら
な
ん
三
十
五
、
左
平
兼
盛
く
れ
て
行
秋
の
形
見
に
お
く
物
は
吾
も
と
ゆ
ひ
の
し
も
に
そ
有
け
る
三
十
六
、
右
中
務
秋
風
の
吹
に
つ
け
て
も
問
ぬ
哉
お
き
の
葉
な
ら
は
音
は
し
て
ま
し
一
首
歌
仙
本
「
三
十
六
人
歌
合
」
に
所
収
さ
れ
た
和
歌
三
十
六
首
の
組
み
合
わ
せ
に
は
、
多
く
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
系
統
に
つ
い
て
は
、
新
藤
協
三
氏
に
よ
る
詳
細
な
研
究
が
備
わ
る （
）。
新
藤
氏
は
、
三
十
六
首
す
べ
て
一
致
す
る
伝
本
が
複
数
存
在
す
る
六
形
態
を
、
各
々
呼
称
を
付
し
て
あ
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
の
分
類
に
し
た
が
え
ば
、
『
歌
仙
大
和
抄
』
所
収
和
歌
は
、
下
河
辺
長
流
『
歌
仙
抄
』
（
万
治
二
年
一
六
五
九
刊
）
に
採
択
さ
れ
た
和
歌
と
一
致
す
る
、「
歌
仙
抄
型
」
と
な
る （
）。
た
だ
し
、
こ
れ
は
、
『
歌
仙
大
和
抄
』
が
『
歌
仙
抄
』
に
直
接
依
拠
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
『
歌
仙
抄
』
を
承
け
て
成
立
し
た
、
同
じ
く
「
歌
仙
抄
型
」
の
『
歌
仙
金
玉
抄
』
に
な
ら
っ
た
結
果
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う （
）。
な
お
、
『
歌
仙
抄
』
と
『
歌
仙
金
玉
抄
』
の
和
歌
を
比
較
す
る
と
、
若
干
の
異
同
が
あ
る
。
第
一
に
、
家
持
歌
第
五
句
を
、
『
歌
仙
抄
』
で
は
「
人
に
し
れ
つ
ゝ
」
と
す
る
の
に
対
し
、
『
歌
仙
金
玉
抄
』
で
は
「
そ
こ
と
し
れ
つ
ゝ
」
に
し
て
い
る
点
、
第
二
に
、
元
輔
歌
の
第
三
句
を
、『
歌
仙
抄
』
で
は
「
故
郷
に
」
と
す
る
の
に
対
し
、『
歌
仙
金
玉
抄
』
で
は
「
我
宿
に
」
と
し
て
い
る
点
、
そ
し
て
、
第
三
に
、
忠
見
歌
第
三
句
を
、
『
歌
仙
抄
』
で
は
「
春
日
野
を
」
と
す
る
の
に
対
し
、『
歌
仙
金
玉
抄
』
で
は
「
春
日
野
は
」
と
し
て
い
る
点
で
あ
る （
）。
こ
の
三
点
に
つ
い
て
『
歌
仙
大
和
抄
』
を
み
て
み
る
と
、
右
掲
の
と
お
り
、
い
ず
れ
も
『
歌
仙
金
玉
抄
』
と
同
型
と
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
大
中
臣
「
能
宣
」
と
表
記
す
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、『
歌
仙
金
玉
抄
』『
歌
仙
大
和
抄
』
は
と
も
に
「
能
信
」
と
し
て
お
り
（『
歌
仙
抄
』
で
は
「
能
宣
」
と
す
る
）、
こ
れ
ら
の
点
も
、
『
歌
仙
金
玉
抄
』
と
『
歌
仙
大
和
抄
』
の
近
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『
歌
仙
大
和
抄
』
は
、
右
掲
三
十
六
首
の
ほ
か
に
書
替
歌
な
る
も
の
を
、
兼
輔
に
二
首
、
兼
輔
以
外
の
歌
仙
に
は
一
首
ず
つ
載
せ
る
が
、
こ
の
点
も
、
『
歌
仙
金
玉
抄
』
を
原
拠
と
す
る
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
『
歌
仙
金
玉
抄
』
は
、
序
文
に
あ
た
る
「
大
意
」
に
、
「
哥
仙
に
五
種
の
哥
あ
り
て
さ
ま

	に
か
け
り
。
神
前
の
ゑ
屏
風
障
子
等
に
か
く
と
き
か
は
り
有
は
是
故
な
り
し
か
れ
ば
其
か
は
り
哥
を
も
と
も
に
か
き
の
せ
侍
者
也
」
と
、
三
十
六
歌
仙
の
歌
の
組
み
合
わ
せ
に
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
う
え
で
、
各
歌
に
つ
き
四
首
ず
つ
「
か
は
り
歌
」
、
つ
ま
り
書
替
歌
を
載
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
歌
仙
大
和
抄
』
序
文
に
は
、
書
替
歌
に
つ
い
て
一
切
説
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
だ
け
に
、
『
歌
仙
金
玉
抄
』
の
方
針
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
と
想
像
で
き
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
『
歌
仙
大
和
抄
』
の
書
替
文
学
部
紀
要
第
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歌
は
、
兼
輔
以
外
は
す
べ
て
、
『
歌
仙
金
玉
抄
』
書
替
歌
の
四
首
中
、
最
初
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
和
歌
で
あ
り
、
兼
輔
に
関
し
て
は
、
一
首
め
・
二
首
め
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
和
歌
に
該
当
す
る
。
書
替
歌
の
選
択
に
お
い
て
も
、『
歌
仙
大
和
抄
』
は
、『
歌
仙
金
玉
抄
』
に
依
拠
し
て
い
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
三
『
歌
仙
金
玉
抄
』
か
ら
『
歌
仙
大
和
抄
』
へ
前
章
に
お
い
て
、『
歌
仙
大
和
抄
』
所
収
和
歌
を
確
認
す
る
な
か
で
、
所
収
和
歌
、
書
替
歌
の
存
在
、
な
ら
び
に
そ
の
選
択
が
、
『
歌
仙
金
玉
抄
』
に
よ
る
だ
ろ
う
こ
と
に
言
及
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
影
響
は
、
お
そ
ら
く
所
収
和
歌
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
『
歌
仙
金
玉
抄
』
も
、
各
歌
に
、
歌
仙
絵
・
略
伝
・
注
釈
・
歌
意
絵
を
載
せ
て
お
り
、
絵
抄
と
し
て
の
全
体
像
そ
の
も
の
が
、
両
書
の
関
連
を
想
像
さ
せ
る
。
『
歌
仙
大
和
抄
』
を
『
歌
仙
金
玉
抄
』
と
比
べ
れ
ば
、
歌
仙
絵
や
歌
意
絵
は
同
一
で
な
く
、
ま
た
、
注
釈
文
は
、
か
な
り
簡
潔
な
も
の
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
新
藤
氏
の
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
『
歌
仙
大
和
抄
』
は
、
先
行
す
る
『
歌
仙
金
玉
抄
』
の
影
響
下
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
『
歌
仙
大
和
抄
』
の
制
作
や
刊
行
に
つ
い
て
探
る
た
め
に
、
『
歌
仙
金
玉
抄
』
か
ら
『
歌
仙
大
和
抄
』
へ
の
流
れ
を
跡
付
け
て
み
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
『
歌
仙
金
玉
抄
』
伝
存
本
に
つ
い
て
も
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。『
歌
仙
金
玉
抄
』
の
諸
本
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
藤
原
英
城
氏
が
、『
京
都
大
学
蔵
大
惣
本
稀
書
集
成
』
第
十
巻 （
）所
収
「
解
題
」
に
お
い
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
導
か
れ
つ
つ
若
干
の
補
足
を
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。
・
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
刊
山
形
屋
版
一
冊
・
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
刊
金
屋
半
右
衛
門
版
二
巻
二
冊
・
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
刊
松
会
版
三
巻
三
冊
こ
の
う
ち
、
山
形
屋
版
は
、
『
好
色
ひ
と
も
と
薄
』
所
収
デ
ュ
ー
レ
ー
編
『
日
本
の
絵
本
・
絵
入
本
目
録 （
）』
に
よ
る
。
吉
田
幸
一
氏
、
お
よ
び
藤
原
氏
が
、
伝
存
本
は
未
確
認
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
稿
者
も
未
見
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
面
問
題
と
な
る
の
は
、
金
屋
版
、
松
会
版
と
な
る
。
両
版
は
、
本
文
内
容
と
し
て
は
、
和
歌
の
収
録
順
に
差
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
注
釈
の
文
章
に
わ
ず
か
な
が
ら
差
異
が
あ
る
こ
と
、
仮
名
遣
い
等
の
表
記
に
違
い
が
あ
る
こ
と
以
外
は
ほ
ぼ
同
じ （
）で
、
三
十
六
首
の
和
歌
の
散
ら
し
方
、
使
用
字
母
も
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
巻
数
や
判
型
、
歌
仙
絵
、
歌
意
絵
、
お
よ
び
紙
面
構
成
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
金
屋
版
が
上
巻
巻
頭
に
の
み
口
絵
を
収
め
る
の
に
対
し
、
松
会
版
は
三
巻
巻
頭
に
そ
れ
ぞ
れ
収
め
て
お
り
、
そ
の
図
像
も
金
屋
版
と
は
別
種
の
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
記
し
つ
つ
、
両
版
の
差
を
具
体
的
に
示
し
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
、
金
屋
版
で
あ
る
が
、
本
版
は
伝
本
が
多
い
。
管
見
の
も
の
に
限
っ
て
も
、
東
京
国
立
博
物
館
、
国
立
国
会
図
書
館
、
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
（
二
点
）
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
、
刈
谷
市
図
書
館
、
麗
澤
大
学
図
書
館
、
東
京
芸
術
大
学
脇
本
文
庫
、
新
潟
大
学
佐
野
文
庫
、
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
図
書
館
（
存
上
巻
）、
国
文
学
研
究
資
料
館
（
存
下
巻
）
に
所
蔵
が
あ
る （
）。
こ
の
金
屋
版
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、
藤
原
氏
も
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
が
、
行
論
の
都
合
上
、
本
稿
に
も
東
京
国
立
博
物
館
本
に
よ
っ
て
示
し
て
お
き
た
い
。
東
京
国
立
博
物
館
蔵
（
と
九
七
六
六
）
二
巻
二
冊
『
歌
仙
大
和
抄
』
と
本
阿
弥
光
悦
流
手
本
の
刊
行
四
三
Hosei University Repository
原
装
雷
文
繋
地
巻
竜
文
様
表
紙
（
二
十
五
・
九
×
十
九
・
一
糎
）
。
上
巻
題
簽
欠
、
下
巻
表
紙
中
央
の
双
辺
刷
枠
原
題
簽
に
「
系
図
伝
記
哥
仙
金
玉
鈔
下
」
と
刻
す
。
四
周
単
辺
（
二
十
三
・
二
×
表
裏
通
三
十
四
・
八
糎
）。
丁
付
け
は
各
丁
裏
の
ど
付
近
に
、
上
巻
、
一
（
十
九
）
、
下
巻
、
二
十
（
廿
九
）
、
卅
四
十
、
四
十
一
（
四
十
八
）
と
刻
す
。
上
巻
全
十
九
丁
、
第
一
丁
表
に
口
絵
、
一
丁
裏
か
ら
二
丁
裏
に
山
雲
子
こ
と
坂
内
直
頼 （
）に
よ
る
「
大
意
」
、
第
三
丁
表
以
降
に
、
人
丸
以
下
十
七
人
の
歌
仙
絵
・
和
歌
・
略
伝
・
注
釈
・
歌
意
絵
を
収
載
。
下
巻
全
十
九
丁
、
第
一
丁
表
以
降
に
、
忠
岑
以
下
十
九
人
の
歌
仙
絵
・
和
歌
・
略
伝
・
注
釈
・
歌
意
絵
を
収
載
。
刊
記
「
天
和
三
歳
五
月
吉
辰
／
金
屋
半
右
衛
門
行板」
。
印
記
「
城
端
瑞
泉
寺
」
「
徳
川
宗
敬
氏
寄
贈
」
「
国
立
博
／
物
館
図
／
書
之
印
」。
紙
面
構
成
と
し
て
は
、
各
歌
仙
に
一
丁
が
あ
て
ら
れ
る
形
と
な
る
。
表
丁
を
三
段
構
成
に
し
、
上
段
に
略
伝
と
書
替
歌
四
首
を
、
中
段
に
和
歌
の
散
し
書
き
を
、
下
段
に
歌
仙
絵
と
歌
意
絵
と
を
各
々
刻
し
、
続
く
裏
丁
に
注
釈
を
載
せ
て
い
る
。
た
だ
し
、
書
替
歌
は
裏
丁
に
位
置
す
る
場
合
も
あ
る
（
図
２
）。
一
方
、
松
会
版
に
つ
い
て
は
、
諫
早
市
立
諫
早
図
書
館
本
、
堺
市
中
央
図
書
館
本
、
福
井
市
図
書
館
本
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
本
、
中
京
大
学
図
書
館
本
が
管
見
に
入
っ
た （
）。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
諫
早
市
立
諫
早
図
書
館
本
に
は
、
貞
享
元
年
の
年
記
が
刻
さ
れ
て
お
り （
）、
本
版
が
、
金
屋
版
の
翌
年
に
は
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
諫
早
図
書
館
本
の
書
誌
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
諫
早
市
立
諫
早
図
書
館
蔵
（
二
一
二
諫
一
二
六
）
三
巻
三
冊
原
装
紺
色
表
紙
（
十
九
・
一
×
十
三
・
六
糎
）
。
表
紙
中
央
の
原
題
簽
に
「
哥
仙
金
玉
抄
伝系
記図
上
（
下
）
」
と
刻
す
。
た
だ
し
、
下
巻
の
み
、
表
紙
左
肩
に
貼
付
さ
れ
な
お
さ
れ
る
。
四
周
単
辺
（
十
四
・
七
×
十
二
糎
）
。
た
だ
し
左
右
別
郭
の
丁
も
あ
り
。
版
心
に
丁
付
け
が
あ
り
、
上
巻
「
上
ノ
一
」
「
上
二
（
三
）
」
「
上
ノ
四
（
八
）
」
「
上
九
（
十
五
）
」
、
中
巻
「
中
一
、
中
二
三
、
中
四
（
中
十
四
）
」
、
下
巻
「
下
一
（
二
）
、
下
又
二
、
下
三
（
下
八
。
以
下
虫
損
に
よ
り
欠
失
）
」
と
刻
す
。
上
巻
全
十
五
丁
、
第
一
丁
表
に
口
絵
、
第
一
丁
裏
・
二
丁
表
に
山
雲
子
に
よ
る
「
大
意
」
、
第
二
丁
裏
以
降
に
、
人
丸
以
下
十
三
人
の
歌
仙
絵
・
和
歌
・
略
伝
・
注
釈
・
歌
意
絵
を
収
載
。
中
巻
全
十
三
丁
、
第
一
丁
表
に
口
絵
、
第
一
丁
裏
以
降
に
、
興
風
以
下
十
二
人
の
歌
仙
絵
・
和
歌
・
略
伝
・
注
釈
・
歌
意
絵
を
収
載
。
下
巻
全
十
二
丁
、
第
一
丁
表
に
口
絵
、
第
一
丁
裏
以
降
に
、
朝
忠
以
下
十
一
人
の
歌
仙
絵
・
和
歌
・
略
伝
・
注
釈
・
歌
意
絵
を
収
載
。
刊
記
「
貞
享
元
甲
子
七
月
日
松
會
開
刊
」
。
印
記
「
諫
早
市
蔵
書
記
」。
な
お
、
諫
早
図
書
館
本
以
外
の
伝
本
は
、
刊
記
に
「
七
月
日
松
會
開
刊
」
と
あ
る
の
み
で
年
記
を
欠
い
て
い
る
。
松
会
版
の
紙
面
構
成
は
、
金
屋
版
と
は
異
な
り
、
見
開
き
に
各
歌
仙
が
あ
て
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
も
金
屋
版
と
は
異
な
り
、
段
組
み
の
構
成
は
と
ら
な
い
。
見
開
き
の
右
面
下
方
に
あ
る
色
紙
型
の
枠
内
に
歌
仙
絵
と
和
歌
を
散
ら
し
、
片
や
見
開
き
左
面
下
方
に
は
、
多
く
は
円
型
や
扇
面
型
、
団
扇
型
等
の
枠
を
と
り
、
そ
の
中
に
歌
意
絵
を
描
く
。
こ
れ
ら
の
余
白
部
分
を
使
っ
て
、
歌
人
略
伝
・
注
釈
・
書
替
歌
を
刻
す
と
い
う
体
裁
で
あ
る
（
図
３
）。
ま
た
、
金
屋
版
が
大
本
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
松
会
版
で
は
中
本
と
な
り
、
字
詰
め
も
窮
屈
な
印
象
を
与
え
る
。
松
会
は
、
「
万
治
・
寛
文
・
延
宝
・
天
和
年
間
（
一
六
五
八
―
八
四
）
ま
で
は
、
主
と
し
て
京
都
で
出
版
さ
れ
た
草
紙
類
を
、
仮
名
文
字
文
学
部
紀
要
第
六
十
八
号
四
四
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『
歌
仙
大
和
抄
』
と
本
阿
弥
光
悦
流
手
本
の
刊
行
四
五
上巻第1丁裏／2丁表
図2 坂内直頼（山雲子）著 金屋版『歌仙金玉抄』（東京国立博物館本）
Image:TNMImageArchives（画像の無断複製を禁ずる）
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を
多
用
し
、
一
面
の
行
数
を
増
加
さ
せ
、
挿
絵
を
師
宣
風
に
す
る
な
ど
と
版
式
を
変
え
て
刊
行 （
）」
す
る
の
が
常
套
で
あ
っ
た
。
『
歌
仙
金
玉
抄
』
も
同
様
に
、
版
式
を
変
え
て
版
行
し
た
一
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
異
版
の
あ
る
『
歌
仙
金
玉
抄
』
で
あ
る
が
、
『
歌
仙
大
和
抄
』
が
参
照
し
た
の
は
い
ず
れ
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
和
歌
の
収
録
順
が
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。
金
屋
版
と
松
会
版
の
間
に
は
、
和
歌
の
収
録
順
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を
先
述
し
た
が
、
そ
の
違
い
は
、
後
掲
の
表
に
示
し
た
と
お
り
、
興
風
、
朝
忠
、
敦
忠
歌
の
位
置
で
あ
る
。
三
十
六
歌
仙
和
歌
は
、
金
屋
版
の
収
録
順
に
な
る
の
が
通
常
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
差
は
、
松
会
版
の
編
纂
時
に
お
け
る
錯
誤
に
起
因
す
る
と
見
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
注
目
し
た
い
の
は
、
『
歌
仙
大
和
抄
』
の
和
歌
収
録
順
も
、
こ
の
松
会
版
と
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
歌
仙
大
和
抄
』
は
、
上
巻
の
兼
輔
、
興
風
の
と
こ
ろ
で
左
歌
人
が
続
き
、
ま
た
、
下
巻
の
順
、
朝
忠
の
と
こ
ろ
で
右
歌
人
が
続
く
。
明
ら
か
に
不
自
然
な
体
裁
で
あ
る
が （
）、
こ
れ
は
、
『
歌
仙
大
和
抄
』
が
、
松
会
版
『
歌
仙
金
玉
抄
』
に
拠
っ
た
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
三
冊
本
で
あ
る
松
会
版
で
は
、
興
風
が
中
巻
の
巻
頭
に
、
朝
忠
が
下
巻
の
巻
頭
に
位
置
し
て
お
り
、
左
歌
人
が
連
続
す
る
、
右
歌
人
が
連
続
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
意
識
さ
れ
に
く
い
。
し
か
し
、
こ
の
松
会
版
に
依
拠
し
つ
つ
も
二
冊
本
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
『
歌
仙
大
和
抄
』
で
は
、
同
巻
内
に
お
い
て
左
歌
人
、
あ
る
い
は
右
歌
人
が
連
続
す
る
と
い
う
配
列
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
先
述
の
よ
う
に
、
松
会
は
、
京
に
お
い
て
刊
行
さ
れ
た
『
歌
仙
金
玉
抄
』
を
、
そ
の
翌
年
、
版
式
を
変
え
て
江
戸
で
売
り
出
し
た
。
『
歌
仙
大
和
抄
』
版
元
の
伊
勢
屋
孫
三
郎
に
と
っ
て
、
同
じ
江
戸
の
松
会
版
が
よ
り
身
近
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
文
学
部
紀
要
第
六
十
八
号
四
六
図3 坂内直頼（山雲子）著 松会版『歌仙金玉抄』（諫早市立諫早図書館本）
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像
に
か
た
く
な
い
。
三
十
六
歌
仙
和
歌
の
絵
抄
を
版
行
す
る
に
あ
た
り
、
松
会
版
『
歌
仙
金
玉
抄
』
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
た
の
は
、
ご
く
自
然
な
営
為
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
と
き
、
松
会
版
に
お
け
る
、
一
首
の
情
報
を
す
べ
て
見
開
き
に
収
載
す
る
と
い
う
体
裁
に
も
ヒ
ン
ト
を
得
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、『
歌
仙
大
和
抄
』
は
、
先
行
す
る
『
歌
仙
金
玉
抄
』、
と
り
わ
け
松
会
版
の
影
響
下
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
『
歌
仙
大
和
抄
』
は
、
単
に
松
会
版
『
歌
仙
金
玉
抄
』
を
簡
略
化
し
た
三
十
六
歌
仙
絵
抄
と
い
う
だ
け
の
位
置
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。『
歌
仙
大
和
抄
』
に
は
、
新
た
に
、「
光
悦
流
筆
跡
」
と
い
う
要
素
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
伊
勢
屋
の
こ
の
試
み
は
、
鈴
木
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、「「
光
悦
三
十
六
歌
仙
」
が
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
」
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
書
物
が
開
版
さ
れ
る
に
至
っ
た
背
景
と
し
て
、
本
阿
弥
光
悦
流
筆
跡
そ
の
も
の
に
対
す
る
当
時
の
需
要
に
つ
い
て
も
視
野
に
い
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
以
下
、
章
を
あ
ら
た
め
て
、
近
世
に
お
け
る
光
悦
流
手
本
の
刊
行
状
況
に
つ
い
て
眺
め
て
み
た
い
。
四
光
悦
流
手
本
の
刊
行
と
『
歌
仙
大
和
抄
』
近
世
前
期
、
光
悦
流
筆
跡
に
対
す
る
需
要
は
ど
れ
ほ
ど
で
あ
っ
た
の
か
。
以
下
、
こ
の
こ
と
を
探
る
た
め
、
光
悦
筆
跡
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
売
り
だ
さ
れ
た
手
本
、
な
ら
び
に
そ
の
筆
跡
が
収
め
ら
れ
る
名
筆
集
を
列
記
し
て
み
た
い
。
・『
本
朝
名
公
墨
宝
』（
正
保
二
年
一六
四
五
刊
）
三
巻
三
冊
（
堺
市
中
央
図
書
館
蔵
）
伝
本
は
多
い
が
、
堺
市
中
央
図
書
館
本
等
が
初
刻
と
み
ら
れ
、
年
記
「
正
保
二
年
仲
冬
日
」
、
後
表
紙
見
返
に
「
新
刊
于
洛
陽
四
条
立
売
」
を
刻
す
。
三
巻
三
冊
に
十
八
名
の
能
書
の
筆
跡
を
輯
刻
す
る
名
筆
集
。
光
悦
筆
跡
は
中
巻
に
収
め
ら
れ
、
和
歌
七
首
が
摸
刻
さ
れ
る
。
・『
貫
道
筆
集
』（
正
保
三
年
一六
四
六
刊
）
一
冊
（
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
図
書
館
蔵
）
刊
記
「
于
時
正
保
三
年
正
月
吉
日
／
平
野
屋
十
衛
門
／
右
開
版
堀
川
通
下
立
売
」。
王
羲
之
、
お
よ
び
日
本
の
能
書
九
名
の
筆
跡
を
輯
刻
す
る
名
筆
集
。
光
悦
の
筆
跡
と
し
て
、
詩
三
首
、
和
歌
六
首
が
摸
刻
さ
れ
る
。
・『
御
手
鑑
』（
慶
安
四
年
一六
五
一
刊
）
一
帖
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
刊
記
「
慶
安
四
年
仲
秋
日
開
板
／
京
二
條
御
幸
町
五
倫
書
屋
／
大
坂
堺
筋
町
平
野
硯
屋
福
本
／
江
戸
南
伝
馬
町
紀
伊
国
屋
」
。
一
三
六
枚
の
古
筆
、
お
よ
び
六
一
六
枚
の
短
冊
を
刻
し
た
も
の
。
光
悦
の
筆
跡
と
し
て
短
冊
型
に
和
歌
一
首
が
刻
さ
れ
る
。
・『
和
漢
筆
仙
集
』（
貞
享
二
年
一六
八
五
刊
）
三
巻
三
冊
（
秋
田
県
立
図
書
館
蔵
）
刊
記
「
貞
享
二
年
乙
／
丑
中
春
吉
日
北
太
郎
町
心
斎
橋
筋
書
林
平
兵
衛
」
。
三
巻
中
、
上
中
巻
に
日
本
の
能
書
十
四
名
の
筆
跡
を
、
下
巻
に
中
国
の
書
を
輯
刻
す
る
名
筆
集
。
光
悦
の
筆
跡
と
し
て
、
中
巻
に
詩
二
首
、
和
歌
五
首
が
摸
刻
さ
れ
る
。
・『
大
虚
菴
光
悦
法
書
』
（
貞
享
四
年
一
六
八
七
）
二
巻
二
冊
（
岐
阜
市
立
図
書
館
本
館
蔵
）
刊
記
「
貞
享
丁
卯林
鐘
中
旬
洛
下
書
林
植
村
藤
右
衛
門
」
（
乾
巻
最
終
丁
）
。
乾
巻
に
詩
十
二
首
、
坤
巻
に
和
歌
十
九
首
が
摸
刻
さ
れ
る
。
坤
巻
最
終
丁
に
『
歌
仙
大
和
抄
』
と
本
阿
弥
光
悦
流
手
本
の
刊
行
四
七
Hosei University Repository
「
光
悦
」
の
刻
印
。
な
お
、
京
都
大
学
附
属
総
合
博
物
館
所
蔵
『
光
悦
書
和
歌
帖
』
（
外
題
・
内
題
・
刊
記
な
し
。
題
は
後
補
題
簽
に
よ
る
）
は
、
本
書
の
坤
巻
と
同
。
・『
光
悦
流
消
息
星
』（
元
禄
十
一
年
一六
九
八
刊
）
三
巻
三
冊
の
う
ち
の
一
（
糸
魚
川
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
）
刊
記
「
維
時
元
禄
十
一
戊
寅
年
孟
春
日
／
御
書
物
屋
／
出
雲
寺
和
泉
掾
元
房
開
版
」
。
同
書
の
ほ
か
、
『
近
衛
流
消
息
日
』
『
定
家
流
消
息
月
』
か
ら
な
る
。
消
息
文
に
加
え
、
巻
末
に
い
ろ
は
う
た
と
変
体
仮
名
を
な
ら
べ
、
さ
ら
に
、
漢
数
字
「
一
十
百
」
が
摸
刻
さ
れ
る
。
・〔
光
悦
流
消
息
〕
一
巻
一
帖
（
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
図
書
館
蔵
）
外
題
・
内
題
・
刊
記
な
し
（
右
掲
の
題
は
後
補
表
紙
の
打
付
書
に
よ
る
）
。
現
在
折
本
に
装
丁
さ
れ
る
が
、
も
と
袋
綴
装
で
あ
っ
た
か
。
詩
二
十
八
首
、
和
歌
三
十
四
首
が
摸
刻
さ
れ
る
。
・〔
本
朝
三
跡
帖
／
文
武
名
家
筆
跡
〕
一
帖
（
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
）
外
題
・
内
題
・
刊
記
な
し
（
右
掲
の
題
は
『
岩
瀬
文
庫
図
書
目
録
』
に
よ
る
）。
正
面
刷
り
。
日
本
の
能
書
、
武
家
、
文
学
者
ら
の
筆
跡
を
輯
刻
す
る
名
筆
集
。
光
悦
の
筆
跡
と
し
て
短
冊
型
に
和
歌
一
首
が
摸
刻
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
披
見
し
て
い
な
い
も
の
の
、
光
悦
、
尾
形
宗
柏
、
秋
葉
工
庵
、
角
倉
素
庵
の
筆
跡
を
収
録
し
た
『
光
流
四
墨 （
）』
が
、
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
近
世
の
書
籍
目
録
か
ら
も
、
光
悦
流
手
本
を
掲
出
し
て
み
よ
う
。
書
名
の
み
で
は
内
容
の
判
断
が
難
し
い
が
、
明
ら
か
に
右
の
掲
出
書
と
重
複
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
除
き
、
記
し
て
お
く
。
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
刊
『
増
補
書
籍
目
録 （
）』
・『
光
悦
手
本
』
・『
歌
仙
』
尊
円
式
部
卿
光
悦
・『
百
人
一
首
』
大
本
中
本
小
本
尊
円
式
部
卿
伝
内
光
悦
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
刊
『
広
益
書
籍
目
録
』
・『
同
（
光
悦
）
法
書
』
・『
同
（
和
漢
朗
詠
集
）』
無
ゑ
点
付
か
な
付
ま
か
な
付
真
草
大
字
／
尊
円
瀧
本
伝
内
光
悦
近
衛
行
能
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
永
田
長
調
兵
衛
刊
『
新
撰
書
籍
目
録
』
・『
光
悦
詩
歌
手
本
』
・『
光
悦
歌
仙
』
さ
ま
ざ
ま
な
光
悦
流
手
本
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
と
し
て
は
、
消
息
文
や
漢
詩
、
歌
書
な
ど
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
む
。
歌
書
で
い
え
ば
、
『
百
人
一
首
』
や
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
ほ
か
、
『
本
朝
名
公
墨
宝
』
に
は
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
和
歌
が
、『
大
虚
菴
光
悦
法
書
』
坤
巻
に
は
、
同
じ
く
『
新
古
今
和
歌
集
』『
古
今
和
歌
集
』
の
和
歌
が
摸
刻
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
。
と
く
に
、
光
悦
流
の
歌
書
が
、
御
家
流
と
し
て
広
く
学
ば
れ
た
尊
円
親
王
や
、
近
世
を
通
じ
て
多
く
の
手
本
が
刊
行
さ
れ
た
瀧
本
流
の
祖
松
花
堂
昭
乗
ら
の
書
と
な
ら
ん
で
摸
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
光
悦
の
筆
跡
に
対
す
る
需
要
の
高
さ
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
し
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ
う
。
む
ろ
ん
、
三
十
六
歌
仙
和
歌
も
、
版
本
手
本
の
素
材
と
し
て
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た （
）。
三
十
六
歌
仙
は
、
い
ず
れ
も
有
名
な
歌
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
三
十
六
首
と
い
う
の
が
比
較
的
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
と
ま
り
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
だ
け
に
、
紙
面
を
大
き
く
用
い
て
散
し
書
き
の
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
示
し
や
す
文
学
部
紀
要
第
六
十
八
号
四
八
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い
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
も
と
よ
り
三
十
六
歌
仙
和
歌
が
書
芸
術
と
関
係
が
深
く
、
尊
円
親
王
や
、
近
衛
前
久
、
同
信
尹
、
昭
乗
ら
、
多
く
の
能
書
が
揮
毫
し
て
き
た （
）と
い
う
伝
統
も
、
そ
の
背
景
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
種
々
の
光
悦
流
手
本
の
刊
行
状
況
や
、
三
十
六
歌
仙
和
歌
と
書
芸
術
の
関
係
を
視
野
に
い
れ
れ
ば
、
伊
勢
屋
が
三
十
六
歌
仙
の
注
釈
書
を
開
版
す
る
に
あ
た
り
、
光
悦
流
を
採
用
し
た
意
図
が
み
え
て
こ
よ
う
。
『
歌
仙
大
和
抄
』
の
制
作
は
、
当
時
多
か
っ
た
光
悦
流
手
本
の
版
行
を
も
視
野
に
入
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
お
り
し
も
、
元
禄
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
万
宝
全
書
』
「
本
朝
古
今
名
公
古
筆
諸
流
」
に
は
、
「
光
悦
流
」
の
項
目
が
た
て
ら
れ
て
お
り
、
光
悦
書
風
の
広
が
り
を
う
か
が
わ
せ
る
。
『
歌
仙
大
和
抄
』
の
版
行
は
、
広
く
光
悦
の
筆
跡
そ
の
も
の
に
対
す
る
需
要
を
も
見
込
ん
で
の
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
加
え
て
い
え
ば
、
初
学
者
向
け
の
和
歌
注
釈
書
で
あ
っ
た
『
歌
仙
大
和
抄
』
に
、
書
の
要
素
を
付
載
す
る
こ
と
は
、
読
者
層
を
視
野
に
い
れ
て
の
試
み
で
あ
っ
た
と
も
と
ら
え
ら
れ
る
。
当
該
の
和
歌
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
情
報
や
教
養
を
、
と
も
に
提
示
し
一
覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
趣
向
で
は
な
か
っ
た
か
。
先
に
光
悦
流
手
本
の
刊
行
状
況
を
概
観
し
た
が
、
『
歌
仙
大
和
抄
』
は
、
江
戸
の
書
肆
が
光
悦
流
を
開
版
し
た
ご
く
早
い
時
期
の
書
物
で
あ
っ
た
と
思
し
い
。
同
書
は
、
江
戸
に
お
け
る
光
悦
流
流
通
の
起
点
と
い
う
意
味
で
も
、
少
な
か
ら
ぬ
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
歌
仙
大
和
抄
』
は
、
後
に
『
光
悦
歌
仙
』（
一
冊
。
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）
と
い
う
別
書
を
派
生
さ
せ
て
い
る
。『
光
悦
歌
仙
』
は
、『
歌
仙
大
和
抄
』
か
ら
、
序
文
・
和
歌
・
歌
仙
絵
を
抜
き
だ
し
た
も
の
で
、
東
京
国
立
博
物
館
本
等
と
同
じ
、
元
禄
九
年
須
藤
権
兵
衛
の
刊
記
を
も
つ
。
国
文
学
研
究
資
料
館
本
は
、
『
歌
仙
大
和
抄
』
元
禄
九
年
印
本
の
序
文
・
和
歌
・
歌
仙
絵
・
刊
記
部
分
と
同
版
で
あ
り
、
『
歌
仙
大
和
抄
』
刊
行
後
、
再
編
さ
れ
た
も
の
と
み
て
よ
い （
）。
さ
ら
に
、
小
松
茂
美
氏
所
蔵
『
新
版
歌
仙
』（
一
冊
。
寛
保
三
年
一七
四
三
刊 （
））
も
、
こ
の
『
光
悦
歌
仙
』
と
内
容
を
同
じ
く
す
る
と
思
わ
れ
る
。
小
松
氏
に
よ
れ
ば
、
『
新
版
歌
仙
』
は
、
京
の
書
肆
万
屋
作
右
衛
門
求
版
本
で
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
『
光
悦
歌
仙
』
の
存
在
は
、
『
歌
仙
大
和
抄
』
が
、
元
禄
期
の
江
戸
に
お
い
て
反
響
を
呼
ん
だ
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。
さ
ら
に
は
、
五
十
年
後
の
京
都
に
お
い
て
『
新
版
歌
仙
』
が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
興
味
深
い
。
『
歌
仙
大
和
抄
』
は
、
絵
抄
と
切
り
離
さ
れ
、
光
悦
流
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
形
で
そ
の
姿
を
変
え
な
が
ら
、
迎
え
ら
れ
続
け
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
以
上
、『
歌
仙
大
和
抄
』
の
伝
存
本
の
様
相
を
整
理
し
た
う
え
で
、『
歌
仙
大
和
抄
』
が
、
松
会
版
『
歌
仙
金
玉
抄
』
に
基
づ
く
こ
と
、
ま
た
、
刊
行
の
背
景
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
光
悦
流
に
対
す
る
需
要
の
高
ま
り
も
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
稿
者
は
、
近
世
の
印
刷
の
発
展
に
よ
る
書
文
化
の
広
が
り
に
関
し
検
討
を
重
ね
て
い
る （
）が
、
『
歌
仙
大
和
抄
』
の
よ
う
な
出
版
物
に
も
、
新
た
な
解
明
の
視
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
あ
く
ま
で
も
三
十
六
歌
仙
和
歌
の
注
釈
書
と
い
う
位
置
付
け
に
あ
る
該
書
は
、
書
研
究
に
お
い
て
は
見
落
と
さ
れ
が
ち
な
資
料
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
資
料
こ
そ
、
近
世
の
書
文
化
が
、
出
版
と
結
び
つ
き
な
が
ら
、
そ
し
て
、
諸
分
野
と
取
り
合
わ
せ
ら
れ
な
が
ら
、
実
に
多
様
『
歌
仙
大
和
抄
』
と
本
阿
弥
光
悦
流
手
本
の
刊
行
四
九
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な
形
で
人
々
に
享
受
さ
れ
て
い
っ
た
様
相
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
1）
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
『
歌
仙
大
和
抄
』
、
な
ら
び
に
光
悦
流
手
本
は
、
版
下
の
筆
者
を
光
悦
と
想
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
光
悦
流
」
で
摸
刻
さ
れ
、
当
時
「
光
悦
」
と
銘
打
っ
て
刊
行
・
流
通
し
て
い
た
と
い
う
点
を
重
視
し
て
い
る
。
（
2）
林
進
氏
は
、
嵯
峨
本
「
三
十
六
歌
仙
」
と
、
角
倉
家
に
伝
来
し
角
倉
素
庵
筆
と
さ
れ
る
『
「
百
人
一
首
・
尊
円
本
「
三
十
六
人
歌
合
」
』
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
の
和
歌
、
配
列
、
写
し
間
違
い
、
お
よ
び
書
風
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
嵯
峨
本
「
三
十
六
歌
仙
」
の
版
下
を
素
庵
が
書
い
た
も
の
と
の
見
解
を
示
し
て
お
ら
れ
る
（
林
進
氏
「
素
庵
の
軌
跡
そ
の
書
跡
と
書
誌
学
的
業
績
に
つ
い
て
」
大
和
文
華
館
図
録
『
没
後
三
七
〇
年
記
念
角
倉
素
庵
光
悦
・
宗
達
・
尾
張
徳
川
義
直
と
の
交
友
の
中
で
』
大
和
文
華
館
、
二
〇
〇
二
年
、「
天
理
図
書
館
所
蔵
の
嵯
峨
本
『
三
十
六
人
歌
合
』
そ
の
依
拠
本
と
本
文
版
下
の
筆
者
に
つ
い
て
」『
ビ
ブ
リ
ア
』
一
二
七
号
、
二
〇
〇
七
年
五
月
）。
（
3）
鈴
木
淳
氏
「
光
悦
三
十
六
歌
仙
考
」
（
国
文
学
研
究
資
料
館
特
別
展
示
図
録
『
江
戸
の
歌
仙
絵
絵
本
に
み
る
王
朝
美
の
変
容
と
創
意
』
国
文
学
研
究
資
料
館
、
二
〇
一
〇
年
）、
お
よ
び
同
書
図
版
解
説
。
以
下
、
本
稿
に
お
け
る
鈴
木
氏
の
ご
研
究
の
引
用
は
、
す
べ
て
同
書
に
よ
る
。
な
お
、
川
瀬
一
馬
氏
も
、
嵯
峨
本
以
降
三
十
六
歌
仙
絵
本
が
多
く
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
如
何
当
時
、
光
悦
書
風
の
歌
仙
が
流
通
し
た
か
を
知
る
事
が
出
来
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
（
『
増
補
古
活
字
版
之
研
究
』
ＡＢ
Ａ
Ｊ
、
一
九
六
七
年
）。
（
4）
新
藤
協
三
氏
「
『
歌
仙
繪
抄
』
翻
刻
・
解
説
」
（
『
三
十
六
歌
仙
叢
考
』
新
典
社
、
二
〇
〇
四
年
）。
（
5）
桃
仙
子
に
つ
い
て
は
未
詳
。『
歌
仙
大
和
抄
』
序
文
は
以
下
の
と
お
り
。
此
三
十
六
哥
仙
は
四
条
大
納
言
い
に
し
へ
の
名
人
を
あ
け
て
。
ゑ
ら
ま
れ
し
也
。
い
ま
あ
ら
た
に
。
歌
の
心
を
。
絵
に
あ
ら
は
し
て
。
と
こ
と
は
の
。
花
紅
葉
に
。
世
の
う
き
を
思
。
夏
の
日
の
。
う
た
ゝ
ね
。
冬
の
夜
の
。
夢
心
地
に
も
。
千
里
の
外
ま
て
。
遊
ひ
あ
り
く
や
う
に
覚
え
。
し
か
の
み
な
ら
す
。
あ
さ
る
き
ゝ
す
の
哥
を
。
あ
は
れ
み
て
は
。
放
埓
の
心
を
も
。
や
む
へ
き
こ
と
は
り
あ
り
。
殊
に
此
道
の
た
か
ら
の
や
ま
と
抄
と
い
は
ん
も
む
へ
な
り
。
武
陽
桃
仙
子
序
（
6）
漆
山
又
四
郎
『
絵
本
年
表
』
一
（
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
三
年
）。
（
7）
『
古
典
籍
展
観
大
入
札
会
目
録
』（
東
京
古
典
会
、
二
〇
〇
九
年
）。
（
8）
丁
付
け
に
関
し
て
、
国
文
学
研
究
資
料
館
本
に
依
拠
し
て
補
足
す
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
本
の
歌
仙
絵
丁
上
巻
に
は
、「
哥
ノ
三
」、
同
じ
く
下
巻
に
は
、「
哥
ノ
十
四
」、
ま
た
、
絵
抄
丁
上
巻
に
は
、
「
哥
ゑ
ノ
一
」
「
哥
ゑ
ノ
二
（
九
）
」
ま
た
、
同
じ
く
下
巻
に
は
「
哥
ノ
ゑ
十
一
下
」「
哥
ゑ
十
四
下
」
な
ど
と
刻
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
歌
仙
絵
丁
に
は
「
哥
ノ
（
数
字
）
」
、
絵
抄
丁
に
は
「
哥
ゑ
ノ
（
数
字
）
」
「
哥
ノ
ゑ
（
数
字
）
」
「
哥
ゑ
（
数
字
）
」
と
刻
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
、
数
字
は
上
巻
か
ら
下
巻
へ
通
し
番
号
と
な
っ
て
い
る
。
（
9）
国
文
学
研
究
資
料
館
本
に
つ
い
て
、
注（
３
）前
掲
書
『
江
戸
の
歌
仙
絵
絵
本
に
み
る
王
朝
美
の
変
容
と
創
意
』
に
は
、
元
禄
十
三
年
求
版
本
と
解
説
さ
れ
る
。
（
10）
井
上
隆
明
氏
『
改
訂
増
補
近
世
書
林
板
元
總
覧
』（
青
裳
堂
書
店
、
一
九
九
八
年
）。
（
11）
新
藤
協
三
氏
「
一
首
歌
仙
本
『
三
十
六
人
歌
合
』
の
諸
形
態
」（
注（
４
）前
掲
書
）。
（
12）
嵯
峨
本
「
光
悦
三
十
六
歌
仙
」
と
は
本
文
が
異
な
る
。
（
13）
『
歌
仙
抄
』
と
『
歌
仙
金
玉
抄
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
蔵
中
ス
ミ
氏
「『
歌
仙
金
玉
抄
』
私
見
歌
仙
和
歌
の
一
系
統
と
し
て
の
位
置
付
け
」
（
『
江
戸
初
期
の
三
十
六
歌
仙
光
琳
・
乾
山
・
永
納
』
翰林
書
房
、
一
九
九
六
年
）に
詳
し
い
。
（
14）
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
『
歌
仙
金
玉
抄
』
『
歌
仙
大
和
抄
』
の
み
に
見
ら
れ
る
句
型
で
は
な
い
。
家
持
歌
に
つ
い
て
は
、
加
藤
磐
斎
『
三
十
六
歌
仙
和
歌
抄
』
（
万
治
三
年
一六
六
三
跋
。
有
吉
保
編
『
三
部
抄
増
註
三
十
六
歌
仙
和
歌
抄
』
『加
藤
磐
斎
古
注
釈
集
成
』
六
。
新
典
社
、
一
九
八
五
年
に
よ
る
）
が
「
そ
こ
と
し
れ
つ
ゝ
」
、
元
輔
歌
に
つ
い
て
は
、
近
衛
信
尋
筆
『
三
十
六
人
歌
合
』
が
「
わ
が
や
ど
に
」
と
し
て
い
る
例
な
ど
が
あ
る
。
（
15）
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
『
京
都
大
学
蔵
大
惣
本
稀
書
集
成
』
第
十
巻
（
臨
川
書
店
、
一
九
九
五
年
）。
（
16）
『
好
色
ひ
と
も
と
薄
』（
古
典
文
庫
、
一
九
八
五
年
）
所
収
「
デ
ュ
ー
レ
ー
編
『
日
本
の
絵
本
・
絵
入
本
目
録
』
に
お
け
る
元
禄
期
以
前
の
絵
入
本
私
考
」。
文
学
部
紀
要
第
六
十
八
号
五
〇
注
Hosei University Repository
（17）
松
会
版
『
歌
仙
金
玉
抄
』
「
大
意
」
で
は
、
金
屋
版
「
大
意
」
文
末
の
「
天
和
三
年
五
月
雨
の
徒
然
に
し
る
し
畢
ぬ
」
を
削
る
と
い
う
処
置
も
な
さ
れ
て
い
る
。
（
18）
こ
の
う
ち
、
刈
谷
市
図
書
館
本
、
麗
澤
大
学
図
書
館
本
、
東
京
芸
術
大
学
脇
本
文
庫
本
、
新
潟
大
学
佐
野
文
庫
本
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
。
な
お
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
本
の
翻
刻
が
注（
）前
掲
書
に
、
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
蔵
の
一
本
の
影
印
が
『
江
戸
時
代
女
性
文
庫
』
九
〇
（
大
空
社
、
一
九
九
八
年
）
に
、
各
々
収
め
ら
れ
て
い
る
。
（
19）
山
雲
子
こ
と
坂
内
直
頼
に
つ
い
て
は
、
塩
村
耕
氏
「
俗
学
者
、
山
雲
子
坂
内
直
頼
の
伝
に
つ
い
て
」
（
『
近
世
前
期
文
学
研
究
伝
記
・
書
誌
・
出
版
』
若
草
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）
に
詳
し
い
。
（
20）
こ
の
う
ち
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
本
は
狩
野
文
庫
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
中
京
大
学
図
書
館
本
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
。
（
21）
柏
崎
順
子
氏
編
『
増
補
松
会
版
書
目
』
（
青
裳
堂
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）
に
諫
早
図
書
館
蔵
『
歌
仙
金
玉
抄
』
刊
記
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
る
。
（
22）
『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
）。
（
23）
『
歌
仙
大
和
抄
』
か
ら
派
生
し
た
『
光
悦
歌
仙
』
も
同
じ
体
裁
で
あ
り
、
従
来
、「
配
列
は
「
左
」「
右
」
の
交
互
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
一
部
「
左
」「
左
」
と
続
い
た
り
す
る
乱
れ
が
あ
る
」
と
評
さ
れ
て
い
る
（
注（
３
）前
掲
書
『
江
戸
の
歌
仙
絵
絵
本
に
み
る
王
朝
美
の
変
容
と
創
意
』）。
（
24）
注（
２
）前
掲
書
『
没
後
三
七
〇
年
記
念
角
倉
素
庵
光
悦
・
宗
達
・
尾
張
徳
川
義
直
と
の
交
友
の
中
で
』
。
尾
形
宗
柏
、
秋
葉
工
庵
、
角
倉
素
庵
は
い
ず
れ
も
「
当
時
に
お
け
る
光
悦
流
の
名
手
」（
小
松
茂
美
氏
『
日
本
書
流
全
史
』
講談
社
、
一
九
七
〇
年
。『
小
松
茂
美
著
作
集
』
巻
十
五
十
七
巻
旺文
社
、
一
九
九
九
年
）と
さ
れ
る
人
々
で
あ
る
。
（
25）
慶
応
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
『
江
戸
時
代
書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成
』
（
井
上
書
房
、
一
九
六
三
年
）。
以
下
の
近
世
書
籍
目
録
も
こ
れ
に
よ
る
。
（
26）
松
花
堂
昭
乗
の
瀧
本
流
を
例
に
と
れ
ば
、『
三
十
六
歌
仙
』（
東
京
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
蔵
。
別
本
が
二
点
所
蔵
さ
れ
る
）
や
、
『
瀧
本
三
十
六
歌
仙
』
（
寛
政
四
年
一
七
九
二
刊
、
市
立
函
館
図
書
館
蔵
）
等
が
現
存
す
る
。
い
ず
れ
も
多
様
な
散
し
書
き
で
和
歌
を
摸
刻
し
て
い
る
。
（
27）
近
衛
信
尹
筆
「
三
十
六
歌
仙
帖
」、
松
花
堂
昭
乗
筆
「
三
十
六
歌
仙
帖
」（
と
も
に
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
等
。
三
十
六
歌
仙
和
歌
が
書
芸
術
と
密
接
な
か
か
わ
り
を
も
つ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
新
藤
協
三
氏
「『
三
十
六
人
歌
合
』
と
入
木
道
」（
注（
４
）前
掲
書
）
に
詳
し
い
。
ま
た
、
寛
永
の
三
筆
の
三
十
六
歌
仙
和
歌
作
品
に
つ
い
て
は
、
蔵
中
ス
ミ
氏
「
寛
永
の
三
筆
と
三
十
六
歌
仙
歌
仙
絵
と
歌
仙
和
歌
の
系
譜
」
（
注
（
）
前
掲
書
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。
（
28）
注
（
３
）
前
掲
書
『
江
戸
の
歌
仙
絵
絵
本
に
み
る
王
朝
美
の
変
容
と
創
意
』
に
お
け
る
『
光
悦
歌
仙
』
図
版
解
説
で
も
、
「
丁
付
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
二
冊
本
の
『
歌
仙
大
和
絵
抄
』
が
先
行
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
鈴
木
氏
は
『
光
悦
歌
仙
』
に
つ
い
て
、
「
江
戸
で
も
光
悦
書
『
三
十
六
歌
仙
』
の
需
要
が
顕
在
し
、
「
光
悦
」
の
ブ
ラ
ン
ド
が
も
て
囃
さ
れ
た
こ
と
を
証
明
す
る
一
点
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
（
29）
小
松
氏
注
（
）
前
掲
書
『
日
本
書
流
全
史
』
所
収
「
架
蔵
手
習
手
本
一
覧
」
。
光
悦
流
に
よ
る
三
十
六
歌
仙
和
歌
の
摸
刻
で
、
武
陽
桃
仙
子
の
序
を
有
す
と
い
う
。
享
保
十
四
年
刊
永
田
長
調
兵
衛
刊
『
新
撰
書
籍
目
録
』
所
載
『
光
悦
歌
仙
』
も
同
書
を
指
す
か
。
な
お
、
小
松
氏
は
、
光
悦
流
手
本
と
し
て
ほ
か
に
、『
本
阿
弥
光
悦
唐
詩
選
帖
』（
貞
享
四
年
一
六
八
七
。
植
村
藤
右
衛
門
刊
）
、
『
歌
僊
』
（
元
禄
三
年
一
六
九
〇
。
安
井
弥
兵
衛
蔵
）
、
『
三
筆
流
消
息
』
（
三
巻
中
第
二
冊
が
光
悦
流
消
息
。
ほ
か
第
一
冊
が
近
衛
流
、
第
三
冊
が
松
花
堂
流
。
元
禄
十
一
年
一
六
九
八
、
出
雲
寺
和
泉
掾
元
房
開
版
）、『
光
悦
法
帖
』（
和
歌
手
本
）、『
城
西
楼
法
帖
』（
詩
歌
手
本
）、『
三
十
六
人
歌
合
』（
土
佐
光
起
画
）、『
本
阿
弥
光
悦
か
な
帖
』、『
徳
友
斎
法
帖
』、『
光
悦
消
息
』（
消
息
拡
大
手
本
）、『
古
今
和
歌
集
』
を
所
蔵
さ
れ
て
い
た
由
。『
本
阿
弥
光
悦
唐
詩
選
帖
』
は
、
本
稿
で
掲
げ
た
『
大
虚
菴
光
悦
法
書
』
乾
巻
と
同
種
と
思
わ
れ
る
。
（
30）
拙
稿
「
印
刷
に
よ
る
書
の
再
生
『
本
朝
名
公
墨
宝
』
の
刊
行
に
つ
い
て
」
（
楠
元
六
男
氏
編
『
江
戸
文
学
か
ら
の
架
橋
茶
・
書
・
美
術
・
仏
教
』
竹
林
舎
、
二
〇
〇
九
年
）、
同
「
瀧
本
流
の
流
行
と
展
開
付
瀧
本
流
法
帖
出
版
年
表
稿
」
（
拙
書
『
松
花
堂
昭
乗
と
瀧
本
流
の
展
開
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
一
年
）
等
。
本
稿
は
、
平
成
二
十
五
年
度
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
（
基
盤
研
究
）
「
日
中
比
較
に
よ
る
書
学
資
料
の
文
献
学
的
研
究
」（
代
表
者
菅
野
智
明
、
研
究
課
題
番
号
２
『
歌
仙
大
和
抄
』
と
本
阿
弥
光
悦
流
手
本
の
刊
行
五
一
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４
３
２
０
０
６
６
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
付記
脱
稿
後
、
高
橋
則
子
氏
「
役
者
絵
『
見
立
三
十
六
歌
撰
』
に
つ
い
て
文
学
と
歌
舞
伎
か
ら
」
（
『
歌
舞
伎
研
究
と
批
評
』
四
十
九
号
、
二
〇
一
三
年
五
月
）
に
お
い
て
、
松
会
版
『
歌
仙
金
玉
抄
』
と
『
歌
仙
大
和
抄
』
の
歌
意
絵
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
本
稿
第
三
章
の
両
書
の
つ
な
が
り
を
説
く
点
に
お
い
て
、
高
橋
氏
の
ご
指
摘
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
高
橋
氏
が
歌
意
絵
に
注
目
さ
れ
る
の
に
対
し
、
本
稿
は
所
収
和
歌
に
基
づ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
敢
え
て
掲
載
す
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
、
高
橋
氏
は
、
『
歌
仙
大
和
抄
』
に
つ
い
て
、
松
会
版
『
歌
仙
金
玉
抄
』
と
な
ら
ん
で
「
近
世
期
の
三
十
六
歌
仙
和
歌
の
歌
意
絵
に
一
定
の
イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ
せ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
」
と
さ
れ
、
歌
意
絵
入
り
三
十
六
歌
仙
絵
本
に
お
け
る
史
的
意
義
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
文
学
部
紀
要
第
六
十
八
号
五
二
Hosei University Repository
『
歌
仙
大
和
抄
』
と
本
阿
弥
光
悦
流
手
本
の
刊
行
五
三
※
歌
仙
の
表
記
は
底
本
に
拠
る
。
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右
中
務
左
平
兼
盛
右
壬
生
忠
見
左
大
中
臣
能
信
朝
臣
右
藤
原
仲
文
左
三
条
院
女
蔵
人
左
近
右
藤
原
元
真
左
坂
上
是
則
右
清
原
元
輔
左
藤
原
興
風
右
源
順
左
藤
原
清
正
右
源
信
明
朝
臣
左
源
宗
于
朝
臣
右
源
重
之
左
藤
原
敏
行
右
中
務
左
平
兼
盛
右
壬
生
忠
見
左
大
中
臣
能
信
朝
臣
右
藤
原
仲
文
左
三
条
院
女
蔵
人
左
近
右
藤
原
元
真
左
坂
上
是
則
右
清
原
元
輔
左
権
中
納
言
敦
忠
（
下
巻
）
右
中
納
言
朝
忠
右
源
順
左
藤
原
清
正
右
源
信
明
朝
臣
左
源
宗
于
朝
臣
右
源
重
之
右
中
務
左
平
兼
盛
右
壬
生
忠
見
左
大
中
臣
能
信
朝
臣
右
藤
原
仲
文
左
三
条
院
女
蔵
人
左
近
右
藤
原
元
真
左
坂
上
是
則
右
清
原
元
輔
左
権
中
納
言
敦
忠
右
中
納
言
朝
忠
右
源
順
左
藤
原
清
正
右
源
信
明
朝
臣
左
源
宗
于
朝
臣
右
源
重
之
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表
金
屋
版
『
歌
仙
金
玉
抄
』・
松
会
版
『
歌
仙
金
玉
抄
』・『
歌
仙
大
和
抄
』
和
歌
収
録
順
右
大
中
臣
頼
基
朝
臣
左
斎
宮
女
御
（
下
巻
）
右
壬
生
忠
岑
左
源
公
忠
朝
臣
右
藤
原
高
光
左
中
納
言
敦
忠
右
中
納
言
朝
忠
左
中
納
言
兼
輔
右
小
野
小
町
左
猿
丸
大
夫
右
紀
友
則
左
素
性
法
師
右
僧
正
遍
昭
左
在
原
業
平
朝
臣
右
山
邊
赤
人
左
中
納
言
家
持
右
伊
勢
左
凡
河
内
躬
恒
右
紀
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